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2014年度
スローガン

全社一丸・同友会一丸で
人を生かす経営の
総合実践に取組み
この激動の一年を
突破しよう！

◇同友会理念◇
⃝同友会3つの目的⃝
良い会社をつくろう
良い経営者になろう
良い経営環境をつくろう
この目的実現に向けて
「地域社会と共に歩む」
中小企業の自覚をもち
「自主・民主・連帯」
の精神で企業経営と
会運営を行うことです。
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　４月の第30回定時総会に続き、5月は
各支部で総会が開催されました。
　5月15日の松山支部を皮切りに、16
日に伊予松前支部、20日に今治支部、
28日に東温支部、29日に四国中央支部
が、それぞれ支部総会を開催。支部ス
ローガンと基本方針、支部幹事を承認し、
2014年度の支部活動をスタートしました。
　今回の会報誌では２ページから６ペー
ジにわたって、各支部総会の様子を掲載しています。また８ページには各支部の
幹事名簿を掲載していますので、ご確認ください。

各支部総会を開催
各支部の2014年度がスタート！

松山支部から、2014年度支部総会が
スタートしました。
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第２回松山支部総会
▼支部スローガン

人を生かす経営の総合実践で、条例を活用できる
自覚的、自立的な企業をつくろう！
＜松山第１地区会＞
▼地区会スローガン
「奏でよう‼強調、団結、交流のハーモニー」
＜松山第２地区会＞
▼地区会スローガン
「第二地区会一丸、学びと活動を共有しよう」
＜松山第３地区会＞
▼地区会スローガン
「one　for　all，all　for　won　同友会３つの目
的に向かって」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
■５月15日㈭　■ベルフォーレ松山
■記念講演
「持続可能な地域経済を支える同友会
型企業の役割」
～中小企業が生き続けられる地域をどう実現す
るか？～

■講師：吉田敬一　氏　駒澤大学経済学部教授
　中小企業家同友会全国協議会　企業環境研究セ

ンター座長
■参加人数／45名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　５月15日㈭ベルフォーレ松山にて、第２回松山
支総会及び記念講演会、懇親パーティーが、盛大
に開催されました。
　第１部の総会では、杉本太一支部長により、
2014年度の松山支部スローガンと基本方針案が、
続いて、松山第１地区会長の三好大助さん、松山
第２地区会長の弓立公司さん、松山第３地区会長
の芳野裕士さんそれぞれから、2013年度の活動報
告と2014年度スローガン・基本方針（案）、幹事（案）
が提案され全会一致で承認されました。
　続く第２部の記念講演では、昨年の松山支部例
会で大好評だったことから第二弾として、駒沢大

学経済学部教
授、中小企業
家同友会全国
協議会　企業
環境研究セン
ター座長の吉
田敬一先生に
再登壇いただ
き「持続可能
な 地 域 経 済

を支える同友
会型企業の役
割」と題した
記念講演会が
ありました。
　街というの
は、人間がそ
こで育ち、安
心して暮らし
ていける空間
が、必要である。つまり、暮らすことと雇用の場
が同時に確保されてこそ、人間が暮らす街であり、
人が生きる街といえるのではないか？そして、こ
の地域の中で、必要なだけのエネルギーや雇用を
作っていくこと、それができるのは地域の中小企
業であり、同友会こそが地域の中に必要な資源づ
くりや雇用づくりができる。
　地域づくりができる企業の基本は、同友会で一
貫して進めている理念に基づく中長期ビジョン

（経営指針）が、危機打開の道筋という。それら
を支えるためにも中小企業振興基本条例が必要で
あり、条例に基づき地元企業と行政が共に地域の
人材を発掘して産業政策を作っていくことが必要
であり、企業経営の人づくり生かした産業振興を
自治体と進めていくのは人を生かした経営を進め
ている中小企業（同友会）しかないと感じた。
　最後にこうした中小企業が、今の時代に地域の
中で生き続ける経営努力の方向性は、①徹本業・・・
自社の製品・サービスの本質的機能を高めること。
徹底して極めること。②特化したサービス・・・
追加的機能か機能の削除。顧客を見極めたサービ
ス強化。③感性的機能・・・デザインや色彩など
顧客の感性に応えるサービスへの特化。④ステー
タスブランド化・・・地場産品（逸品）や地域性
などの独自性（個性）強化である。とし、顧客指
向の製品づくり、サービスづくりによる徹本業・
拡本業・脱本業：基本に徹した徹本業こそ努力の
方向性であり、文化（３つの目的・経営指針づくり・
労使見解）を大事にした企業づくりを目指すこと
が望ましいという。今回の講演で、松山３地区の
個性を生かした支部づくり、同友会づくりをこれ
からも、力を合わせて進めていくことが確認でき
た総会・講演会でした。
　第３部の懇親会では、和やかな雰囲気の中、学
びと交流を深め合いました。

寄稿：竹村義則さん
（生活協同組合コープえひめ／松山支部　松山第３地区会）

懇親会の様子

講　師　吉田先生
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第８回伊予松前支部総会
▼支部理念

　「私たちは、同友会の学びを　常に我社で活用

できないかを考え、社員の幸せのため　事業を発

展させます！」

▼支部スローガン

　「経営課題を明確にし　よく学び　実践し　成果を

出す！」

▼基本方針

【例　会】支部会員の発表の場を作る

【幹事会】会社持ち回り！経営課題を持ち寄る幹事会！

【フットサル】毎月開催！家族・社員・仲間と親

睦を深めよう！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■５月16日㈮　

■義農味噌㈱

■記念講演

「売上、社員数、規模の大企業でなく、
中小企業でも強い会社」
～サラリーマンから社長に抜擢されたこれまで

の経験を活かせる事に感謝～

■講　　師／谷本　憲介 氏

　　　　　　株式会社栗田工務店　代表取締役

■参加人数／34名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　第８回伊予・松前支部総会が開催されました。

第１部総会議事では、今村支部長より議案が提案

され、全会一致で承認されました。

　第２部では株式会社栗田工務店の代表取締役　

谷本さんをお招きして報告をして頂きました。建

設コンサルタント、大手不動産、栗田工務店と転

職をされ、それぞれの会社の規模や職種の中で学

んだこと、支えてもらった人への感謝とともに目

で見えない報酬について報告がありました。小さ

くても強い会社になる為にどのような戦略を立て

るか勉強をさせて頂きました。（谷本さんへ　同

友会の入会もお願いします！）

　第３部は義農味噌さんの駐車場をお借りしまし

て、29名の参加で焼き肉例会を開催いたしました。

１年前の支部総会で報告して頂いた義農味噌株式

会社　田中社長のフォローアップ報告でしたが、

参加者の皆さんと懇親を深める事ができ、美味し

くて楽しい総会となりました。
寄稿：塩崎　智生さん（はじめ科学㈱／伊予松前支部）

講師：谷本さん

講演の様子

懇親会の様子
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第８回東温支部総会
▼支部理念
「私たちは同友会の学びを糧に、社員の笑顔を一
番の宝物と考え、地域に愛される企業を創る事
を目指します！」
▼支部スローガン
「地域と共に歩む経営者を目指そう」
▼基本方針

秋川塾を通して、夢を実現できる企業をつくろ
う
条例円卓会議のテーマを提案できるような支部
活動をしよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
■５月28日㈬　
■東温市・利楽
■「中小企業振興条例を具体化する鍵は
エコノミックガーデニング」

■講　　師／山本　尚史 氏
　　　　　　拓殖大学　政経学部　教授
■参加人数／26人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　第８回東温支部総会は、東温市の利楽で山本先
生をお迎えしエコノミックガーデニングについて
記念講演をしていただきました。
　エコノミックガーデニングとは聞き慣れない言
葉であり、「安上がりな庭作り？」と中小企業振
興条例と何の関係があるのかと思ってしまいます
が、エコノミックガーデニングとは、地元企業の
製品開発やマーケティングを地域として支援し、
共に繁栄し地域経済を豊かにする考え方なのです。
　地域の中小企業がより良い環境で活動できるよ
うに、その土壌を作っていく活動なのです。

　山本先生は、「エコノミックガーデニングはパ
ソコンで例えるとアプリケーションで、そのアプ
リケーションが動作するOSが振興条例というイメ
ージだ」と説明してくれました。
　条例は地域の理念であるので、それを具体化す
る枠組みがエコノミックガーデニングと言うわけ
です。

　条例を基盤とし地域として、潜在的顧客のマッ
チングや、優良企業の認証制度、新製品、新事業
の為の技術開発など、それぞれの企業独自の情報
発信やコーチングを支援するなど、地域にそのよ
うな仕組みを持たせ、その地域の企業が条例のも
と、それをどんどん活用し、地域社会を豊かにし
ていく好循環を作っていく考えです。
　人口減少の時代に入り、ますます中小企業の重
要な役割を考えることのできる素晴らしい内容の
お話でした。
　その後の懇親会には、髙須賀功・東温市長をは
じめ多くの来賓にご臨席たまわり、交流を深めま
した。
寄稿：川𥔎　一輝さん（愛媛故繊維再生㈱／東温支部）

議案提案をする篠原支部長

講師：山本先生

懇親会の様子



5

弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行・和田資篤

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所

第10回今治支部総会
▼支部理念
　「私たちは大切な仲間と共に　会社、地域社会、

同友会の発展のため　志を高く持ち、温かさを
大切にし、楽しさを企て、元気な今治づくりに
貢献します！」
▼支部スローガン
　「絆を強め、会員が誇れる支部を創ろう」
▼基本方針
　【例会】本音で語れる例会を作り、参加率を上

げる
　【幹事会】一般会員さんを巻き込んで、学べる

幹事会を継続する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
■５月21日㈬
■今治国際ホテル
■記念講演
　「今、中小企業と同友会は何をすべきか」
　　～愛媛同友会の条例運動の歩み・特徴と到達～
■講　　師／米田　順哉 氏

特定非営利活動法人　家族支援フォ
ーラム　理事長／愛媛同友会　理事・
松山支部幹事長・中小企業憲章・条
例委員

■参加人数／34名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　第10回今治支部総会が無事終了しました。御尽
力頂いた皆様に感謝申し上げます。
　総会議事に続き、記念講演では米田順哉・松山
支部幹事長に、「今、中小企業と同友会は何をす
べきか～愛媛同友会の条例運動の歩み・特徴と到
達点～」と題して講演して頂きました。
　当日は、今治市商工振興課からも２名が参加。
米田さんに、中小企業憲章の制定から東温市、松

山市の条例制
定までの流れ、
両市の条例制
定に同友会が
いかに深く係
わってきたの
かを分かりや
すく説明して
頂きました。

　「人を生か
す経営を実践
する企業」を
中小企業の理
想像と位置づ
け、そうした
企業を支援し
育てる事で地
域を活性化し
ようとする、「おらが街の条例」を今治でも創り
たい。そして「消滅可能性都市」などと言わせない、
元気な我が故郷にしたいと強く感じさせられた記
念講演でした。

寄稿：越智　堅太郎さん（オチ工業㈱／今治支部）

講師：米田さん

懇親会の様子

議案提案する原さん
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北　　店／松山市本町５丁目７－７　　　TEL：089－911－0329 ㈹
南　　店／松山市和泉北２丁目３－22　  TEL：089－947－2050 ㈹
市駅前店／松山市湊町５丁目５－５　　　TEL：089－998－2555 ㈹

全てのお部屋、引越費用０円システム好評中 !!

第28回四国中央支部総会
▼支部理念

私たちは同友会で培われた企業家精神に火をと
もし、いかなる時もパートナーとの絆を深め、
自社の発展を通じ、幸せな地域づくりに貢献し
ます。
▼支部スローガン

経営に活きる同友会活動で会社を発展させよう！
▼基本方針

経営指針の成文化率を高めるため、支部でのセ
ミナーを開催する。
グループ会を活性化し、会員同士の絆を深める。
例会のテーマを明確にして、良い例会をつくる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
■５月29日㈭　■ホテルグランフォーレ
■記念講演
　自分が取り組んだ同友会での学びと体験
　　～危機からの脱出 そこには
　　　「経営には哲学が必要である」という救いの神がいた～
■講　　師　久保　安正氏
　　　　　　株式会社久保組　代表取締役／
　　　　　　愛媛同友会　四国中央支部幹事
■参加人数　35名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　今期、四国中央支部では「経営指針の成文化率
を高める」と言う方針を掲げ、第１部の総会議事
において提案し、承認を得ました。
　第２部の記念講演では、その重要性と有用性を
会員で共有するため、理念経営の体現者である久
保安正さんに講演をいただきました。
　久保さんが久保組に入社した当初、自社の事業
方針の不透明さに疑問を感じ、同友会入会後の
約10年で5回の成文化セミナーを受講されました。

「はじめはセミナーを受けても、なぜ理念が必要
なのか分からな
かった」と語る
久 保 さ ん で す
が、ふと他社の
経営指針に触れ
た時、「経営は
儲けるためにす
るのではない、
なにを持って社
会に貢献するの

かが重要である」ということに気づかされます。
そこから理念が
生まれ、建設の
サ ー ビ ス 産 業
化、請負型から
提案型へという
方針の元、大き
く事業の舵を取
ることとなりま
す。また理念を
浸透させるため
の社員合宿や、
先進企業視察な
ど、社員を巻き込んでの取り組みを続け、さらに
は労使見解の精神に基づく決算書公開など、社員
さんとの信頼関係の構築に注力してきました。
　そして2004年には会社の更なる発展を目指し、
新規事業として介護事業に着手します。立ち上げ
当初、幾多の困難に直面し経営の危機を迎えた時、
ふと気づいたのが新規事業に経営理念がなかった
ということでした。早速理念創りに取り組み、入

居者と社員を幸
せにするという
理念を掲げ、そ
こから経営の危
機を脱して行き
ます。
　「理念だけで
売り上げが回復
したわけではな
いが、経営には
理念が必要条件
だ」と語ってい

ただいた久保氏に、改めて理念の重要性と、同友
会で学び続けることの必要性に気づかされる報告
でした。
　その後に開催した懇親会には、篠原実・四国中
央市長にご臨席たまわり、大いに交流を深めまし
た。
　

寄稿：菰田晃伸さん（㈱こもだ寝装／四国中央支部）

講師：久保さん

篠原実・四国中央市長から来賓祝辞を
いただきました

懇親会の様子
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各 支 部 幹 事 名 簿

松山支部三役
役　職 名　前 企　業　名 役　職

支部長 杉本　太一 特別養護老人ホーム梅本の里 施設長

副支部長 本田　美紀 ㈲オルソ本田 取締役

幹事長 米田　順哉 NPO法人家族支援フォーラム 理事長

松山支部第１地区会
役　職 名　前 企　業　名 役　職

地区会長 三好　大助 ㈱フェローシステム 代表取締役

副会長 田尾　昭憲 ㈱ｆｉｔ　ｇｒｏｕｐ CEO

幹事長 矢野　宏道 ㈲矢野商事 代表取締役

幹 事 良野　一生 ㈲いっせいグループ 代表取締役

幹 事 阿部　信之 ㈲阿部木工 代表取締役

幹 事 河野　聡子 トミーワーク南高井 施設長

幹 事 福永　嘉彦 ㈱ライブプラス 代表取締役

幹 事 渡部　大進 ㈲アイビー 代表取締役

幹 事 吉村　紀行 弁護士法人たいよう 代表社員　所長

幹 事 大西　由季 ｋｕｒｏｋｏｒｏｌｌ 代表

幹 事 奥江　英記 ㈲ビーレビュー 麺屋十銭 代表取締役

幹 事 小野　英明 スマフォドクター愛媛・松山店 店主

幹 事 森山　照文 家庭教師派遣協会 営業・広報統括部長

松山支部第２地区会
役　職 名　前 企　業　名 役　職

地区会長 弓立　公司 ㈲ユアーズ・ケア 代表取締役

幹事長 川本　　創 千代田商事㈲ 取締役

幹 事 小田　美恵 ㈲宝山亭 代表取締役

幹 事 日野　啓介 日野啓介社会保険労務士事務所 所長

幹 事 金子　司郎 テクノロジープロダクツ ゼネラルマネージャー

幹 事 米岡　一嘉 ㈲オーガスト 代表取締役

幹 事 山口　　章 櫻間社会保険労務士事務所 所長

幹 事 内藤　成博 ㈲福助珍味 代表取締役

幹 事 石田　匡暁 ㈱キッズウェイ 常務取締役

幹 事 中　　篤史 ㈲ナカフードサービス 営業

松山支部第３地区会
役　職 名　前 企　業　名 役　職

地区会長 芳野　裕士 ㈱GOOD FIELD 代表取締役

幹事長 中　　周作 ㈱ナカフードサービス 代表取締役

幹 事 杉田　和也 ㈲杉田鮮魚 代表取締役

幹 事 橘　　真徳 金券センター松山 店長

幹 事 的場　良治 スマイルフード㈱ 専務取締役

幹 事 今井　裕香 ㈲南国 取締役部長

幹 事 上田　剛士 ㈲キホク 代表取締役

幹 事 薬師神権祐 星企画㈱ 取締役

幹 事 浅川　信介 スマイルライフ 松山中央店 代表

幹 事 石原　公彦 Keystone　Bar 代表

幹 事 北野　順哉 まるく㈱ 取締役

伊予・松前支部
会内役職 会 員 名 企　業　名 役　職

支部長 今村　暢秀 ㈱世起 代表取締役

副支部長 大政　裕志 ㈱えひめセレモニー 取締役部長

幹事長 武田　正輝 恭栄自動車㈱ 後継者

幹 事 田中　正志 義農味噌㈱ 代表取締役

幹 事 秀野　哲也 義農味噌㈱ 製造企画室長

幹 事 門屋　光彦 ㈱門屋組 代表取締役

幹 事 程野　裕貴 ㈱程野商店 代表取締役

幹 事 山﨑　　剛 協和パックス㈱ 代表取締役

幹 事 桑波田　健 岡田印刷㈱ 代表取締役

幹 事 田中　雅也 ㈱エヒメタイヤ 専務取締役

幹 事 西原　義定 西原資源㈱ 代表取締役

幹 事 塩崎　智生 はじめ科学㈱ 係長

東温支部
役　職 名　前 企　業　名 役　職

支部長 篠原　治行 ㈱エスディー企画設計 代表取締役

副支部長 川﨑　一輝 愛媛故繊維再生㈱ 取締役

幹事長 杉原　竜太 ㈲杉盛工務店 専務取締役

幹 事 宇野　健一 鉄建工業㈱ 代表取締役

幹 事 束村　温輝 はるき観光 代表取締役

幹 事 和田　宏一 東温自動車交通㈲ 代表取締役

幹 事 田中　清久 ㈲清伸産業 代表取締役

幹 事 生鷹　健一 ㈱松山環境サービス 常務取締役

幹 事 藤岡　貞雄 藤岡萬建設㈲ 代表取締役

幹 事 宮内　　慎 ㈱宮内古勝建築事務所 代表取締役

幹 事 櫻田　直也 ㈲さくら 代表取締役

今治支部
役　職 名　前 企　業　名 役　職

支部長 越智堅太郎 ㈱オチ工業 代表取締役

副支部長 横田　真人 ㈲エムワイ 代表取締役

幹事長 原　　　初 ㈱志賀商店 代表取締役

幹 事 平野　啓三 ㈱平野 代表取締役

幹 事 河上　顕一 かしまや 代表

幹 事 宇佐　祐次 ㈲キャンパス 代表取締役

四国中央支部
会内役職 会 員 名 企　業　名 役　職

支部長      菰田　晃伸 ㈱こもだ寝装 代表取締役

副支部長 佐藤　慎輔 サトー産業㈱ 代表取締役

幹事長 長野　禎毅 ㈱美寿寿 代表取締役

幹　事 石川　義浩 丸善商事㈱ 代表取締役

幹　事 内藤　丈典 大富士製紙㈱ 営業

幹　事 合田　夏樹 ㈱スズキ販売四国中央 代表取締役

幹　事 中泉　輝彦 ㈱かがやき総合保険企画 代表取締役

幹　事 森実　大知 ㈲森実工業 代表取締役

幹　事 前田　和美 はいねっと㈱ 代表取締役

幹　事 久保　安正 ㈱久保組 代表取締役

幹　事 石川　義和 石川工作所 代表

幹　事 一柳美枝子 ㈱一柳 代表取締役

幹　事 熊野　輝彦 ダスキン　あたッく 代表

（順不同・敬称略）
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尾崎　伸治（おざき　しんじ）
1960年4月25日生まれ　松山支部第１地区会
マニュライフ生命保険㈱松山営業所　トータルライフコンサルタント　保険販売業
〒790-0003 松山市三番町6-3-4 松山パルビル9F
TEL（089）942-0211　FAX（089）934-5284
紹介者／㈲いっせいグループ　良野　一生

坂本　　茂（さかもと　しげる）
1960年6月25日生まれ　松山支部第2地区会
㈱リスクマネジメント・ラボラトリー 松山支店　Financial Adviser　生命保険募集に関する業務
〒790-0001 松山市一番町1丁目9-4-2F
TEL（089)993-5232　FAX（089)993-5234
紹介者／㈲桑原保険　桑原　勝

田中　広明（たなか　ひろあき）
1974年9月25日生まれ　四国中央支部
Ｍ＆Ｃ　タナカ　代表　建物管理・美装
〒799-0435　四国中央市豊岡町長田1591-202
TEL（0896)25-9277　FAX（0896)25-9277
紹介者／㈱スズキ販売四国中央　合田　夏樹

（５/20～６/19）新入会員ご紹介　　・会員消息（3名）

⑲
「
未
来
の
社
員
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
」

（
仮
）
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
塾

代
表
理
事　

村
　
松
　
つ
　
ね

　
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
「
風
早
の
塾
」
の
一
環
と
し
て
、
“
企
業
の
社
会
貢
献
”
と

題
し
た
講
座
を
提
供
す
る
た
め
に
同
友
会
の
先
輩
諸
氏
と
初
夏
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
武
田
正
晴
さ
ん
と
藤
岡
貞
雄
さ
ん
、
そ
し
て
私
が
パ
ネ
リ
ス

ト
を
、
大
北
雅
浩
事
務
局
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
講
義
で
し
た
。

　
出
演
の
4
名
の
間
で
は
「
中
学
生
の
職
場
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け

入
れ
、
そ
し
て
中
小
企
業
振
興
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
社
会
貢
献
と
呼

ぶ
の
は
や
め
よ
う
」
と
い
う
約
束
が
出
演
前
に
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
貢
献
と

い
う
意
識
よ
り
も
も
っ
と
身
近
で
も
っ
と
日
常
的
な
企
業
経
営
の
姿
勢
で
あ
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
に
よ
り
ま
す
。

　
さ
て
大
勢
の
受
講
者
を
前
に
、
教
育
を
切
り
口
と
し
た
話
が
展
開
さ
れ
た
訳
で

す
が
、
最
後
の
「
関
係
な
い
こ
と
で
す
が
い
い
で
す
か
」
と
い
う
前
置
き
と
と
も

に
語
ら
れ
た
中
小
企
業
家
同
友
会
会
員
3
名
の
一
言
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
学
生
に
心

を
こ
め
て
贈
る
言
葉
で
し
た
。

　
そ
れ
ら
は
経
営
者
の
人
と
な
り
を
如
実
に
表
す
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
未
来
を
担
う

若
者
へ
の
エ
ー
ル
と
若
者
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
愛
媛
を
自
分
た
ち
が
作
る
と

い
う
決
意
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
生
に
届
け
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
世
の
中
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
は
、
講
義

と
魅
力
的
な
経
営
者
像
で
初
夏
の
風

の
よ
う
に
さ
わ
や
か
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
吹
き
抜
け
た
と
思
い
ま
す
。

応
援
に
赤
い
シ
ャ
ツ
で
駆
け
つ
け
て

下
さ
っ
た
同
友

会
の
仲
間
（
杉
本
太
一
さ
ん
）
と
共
に

「
未
来
の
社
員
さ

ん
　
こ
ん
に
ち
は
。
あ
な
た
の
未
来
と
私

達
の
未
来
が
重
な
る
日
が
来
る
と

嬉
し
い
で
す
」
そ
ん
な
つ
ぶ
や

き
が
心
に
生
ま
れ
た
時
間
で

し
た
。

　
心
の
元
気
は
、
夢
を
語
る
こ

と
の
で
き
る
場
と
人
に
よ
り
保
た
れ
ま
す
。

会員掲示板

○住所変更
会　員／松澤　良茂（松山支部第１地区会）
企業名／㈱エーシーイーシステム
新住所／〒790-0003　松山市三番町７丁目13-13　ミツネビルディング５F
電話・FAX　変更なし

○お悔やみ
松山支部第２地区会員　渡部剛司氏（㈱メタルコーティング四国　相談役）が、2014年５月30日、永眠され
ました。享年68歳。謹んでお悔やみ申し上げます。

○ご結婚祝い
松山支部第１地区会員　森山照文氏（家庭教師派遣協会　営業・広報統括部長）が、奥様 史様と2014年５月
１日にご結婚されました。心より、お祝い申しあげます。
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速報‼　合同企業説明会を開催しました！
　６月12日㈭、松山市総合コミュニティセンター大会議室にて、「2014年度合同企業説明会」を開催しま

した。今号は速報としてお伝えします。

　去年に続き、愛媛同友会としては２回目となります。参加企業は16社、就職活動中の学生が約70名来場

しました。

　愛媛同友会の合同企業説明会では、「就活生を一人ぼっちにしない」ということを大切にしています。

昨年同様に自社の説明をするだけでなく、一人ひとりの現状や悩みを聞くことを心がけ、昨年以上に就活

生と関わりを持ちました。

　来場した就活生から、「気になる企業がみつかりました」「実際に選考を受けてみたいと思います」「こ

こに来て良かったです」との喜びの声を聞くことができました。当日配布したアンケートにも同じような

就活生の声が書かれていましたし、会場の雰囲気もよく、時間ギリギリまで就活生が残り、企業の担当者

と話していました。

　詳細や参加者アンケートの結果は、会報８月号や愛媛同友会HPに掲載します。

� 寄稿：伊井　達哉（愛媛同友会事務局）

各ブースでは熱の込もったやりとりが
くりひろげられました

昨年を上回る70名もの学生が来場しました
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2014年度　愛媛同友会第３回理事会　議事録

　　　　　　　【日　時】　２０１４年６月１７日㈫　18時00分～20時30分　　　　【会　場】　アイテムえひめ
　　　　　　　【出席者】　26名	 	 	 【委任状提出】　11通
　　　　　　　【議　長】　平野　啓三	 	 【議事録作成者】　住田　昌士哉

　開会に先立ち、５月30日に68歳で逝去された渡部剛司
会員への黙祷を行いました。

開会挨拶：伊藤俊一郎

　梅雨のじめじめした時期がやってきました。消費税増
税による消費財の反動は、６月まで続くようです。
　本当に変化の激しい時代です。そんな時だからこそ、
暗く、うつむかずに笑顔でがんばりましょう。

報告・承認事項

＜報告事項＞
１）各支部・各委員会からの報告がありました。
２）全国・他団体行事について、事務局から報告があり

ました。
３）第２回合同企業説明会の結果について、事務局から

報告がありました。
　　（参加企業：16社、参加学生：約70名）
４）各支部の年間の例会企画に関する報告がありました。
５）第13回報道関係者との懇談会について、広報情報化委

員会から企画内容の報告と参加呼び掛けがありました。
６）松山市中小企業振興基本条例施行記念シンポジウム

について、中小企業憲章・条例委員会から報告と参
加呼び掛けがありました。

　　（７月28日㈪　13時～15時55分　愛媛大学 南加記念ホ
ール）

＜承認事項＞
１）入会・退会の承認・・・第３回理事会までの会員数

の推移及び入会・退会を承認しました。
２）第５回理事会の日程変更の承認・・・８月12日㈫か

ら８月８日㈮への変更を承認しました。

協議事項

１）愛媛同友会のキャリア教育に関する手引書について
　①武田正晴・キャリア教育担当理事より、愛媛同友

会におけるキャリア教育の歴史等について説明が
あり、キャリア教育手引書の作成について現状報
告がありました。

　②前田眞・キャリア教育担当より、手引書草案を基に、

キャリア教育の定義と目的およびプログラムについ
て説明がありました。

　③３グループに分かれて、テキストに目を通しての
意見・感想と「愛媛同友会で、どのように活用し
ていくか」について意見交換を行いました。

※第４回理事会で、スキームの解説と今後の課題につい
ての問題提起を行い、改めてグループ討論を行います。

承認事項

３）役員人事に関する報告と承認
　①大野代表理事より、役員退任の申し出と事情説明

がありました。
　　　「経営環境が厳しく、現在、経営が苦しい時期を

迎えている。自社の経営に徹するため、一度、役
員を退任したい。」

　②服部代表理事より、代表理事・本部長会議案として、
後任人事の提案がありました。

　　　後任の代表理事として、平野啓三・中小企業憲章・
条例本部長、田中正志・増強本部長の２名を提案
しました。本部長の代表理事就任に伴う後任人事
としては、中小企業憲章・条例本部長に米田順哉・
松山支部幹事長、増強本部長に杉本太一・松山支
部長を提案しました。

　③大野代表理事の退任、およびそれに伴う役員人事
について、承認を得ました。

※代表理事の人数は、必要に応じて理事会が決定し、理
事会において互選します。

　（愛媛県中小企業家同友会　規約第12条⑵）

閉会挨拶：服部豊正

　大野さんの退任は残念ですが、ご本人が一番、無念で
あろうと思います。私も会社倒産の噂がささやかれるよ
うな非常に苦しい時期を経験しました。大変な時だから
こそ、全社一丸、同友会一丸となって、厳しさをプラス
に変えていくことが大切です。大野さんがまた、代表理
事に戻ってこられるのを待っています。今日、新しい役
員もご承認いただきました。愛媛同友会が新しい火を灯
し続けられるように、これからも頑張っていきましょう。
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